
2024.8.18.三位一体後第 12主日礼拝（YRCC） 

聖書箇所:マタイの福音書26章14~16節,47~50節 
『引き渡されたイエス』 

【1】 喧騒に包まれたゲッセマネ 
・ゲッセマネの園、静寂から喧騒へ 

 
・ユダのイエス裏切り 

―本来友人の間で交わす口づけを合図として 
―最後まで弟子仲間から得ていた信頼 

	
【2】 剣をもとに収めなさい 

・暴力、策謀によって自分の目的を達成しようとする人 
  ―ペテロは剣には剣を持って抵抗した 
 

・イエスの反応 
―「剣をもとに収めなさい」(ﾏﾀｲ 26:52) 

  ―ローマ帝国の十二軍団よりも多くの御使いに命じることもできたイエス 
※「軍団」は六千人の兵士によって構成。十二軍団は七万二千以上の御使い 

   ―「人の子は罪人たちの手に渡されます」(ﾏﾀｲ 26:45)の予告通りに 
 
【3】 引き渡されたイエス 

・引き渡されたイエス－ユダ、祭司長たちによって－ 
―ユダから祭司長たちに、祭司長たちから総督ピラトに、ピラトからロー 
マ兵に、そして十字架へ 
―イエスを裏切る者、敵対する者の願いが実現 

 
 ・自分の計画の実現後に後悔したユダ 

―イエスの「あなたがたのうちの一人がわたしを裏切ります」に対し、動揺 
せず、顔色ひとつ変えずに振る舞い、自分の計画を遂行したユダ 
―自分の行為の結果を知り、後悔し、自害へ (ﾏﾀｲ 27:3~5) 

 
・引き渡されたイエス－神のご計画によって- 

―イエスご自身が予告(ﾏﾀｲ 26:2) 
―イエスご自身が自分から十字架に(I ペテロ 2:24) 

 
▷人間の策謀や力が世界を動かし支配していると感じることがあります。しかし神はそ
うした人間のはかりごとをはるかに超え、ご自分のご計画を遂行されるお方です。その神
に信頼して生きることができますように。 
 
「人通りから離れよ。愛の眼差しをわたしにじっと注げ。わたしはあなたの高き神。権
謀・策略のはるか上に、あらゆるものの上にいる神である。」（詩篇46:10 “The 
Message訳”） 
	
 


